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9当院における透析妊婦に関する臨床的検討
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1l インドメタシン予防投与による動脈管閉鎖を

阻害する因子の検討
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2016年までの過去7年間に当院NICUでは71

例の超低出生体重児にインドメタシン予防投与を

行った． 43例は予防投与のみで動脈管が閉鎖し

たが（閉鎖群)， 28例は予防投与後に治療投与を

必要とした（治療群)． 5例で結紮術が行われた．

両群間で，患者背景，合併症を比較したところ，

治療群で母体の硫酸マグネシウム投与が有意に多

く (51.1%vs78.6%, p=0.020),膳帯血マグネシ

ウム値も有意に高値だった（2.6±1.0mg/dlvs

3､7士1.1mg/dl, p<0.001).

今回透析施行婦人妊娠例の問題点などを明らか

とするため, 1984-2016年までの32年間に， 当

院で管理した同8症例のべ11妊娠について，診

療録から後方視的に検討した．透析施行妊婦にお

いては高率に羊水過多症が認められ， それに伴っ

て早産のリスクが高いと考えられた． ただし，適

切な管理により，生児を得ることも可能であり，

産科及び腎臓内科の共同管理が重要であることが

改めて認識された．
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10急激に循環不全に陥り,原因として急性心筋炎

が考えられた18トリソミー児のl例
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症例は18トリソミー，肺動脈閉鎖両大血管

右室起始，動脈管開存の女児． 日齢115の夜間

に嘔吐残乳増加があり, 39.0℃と発熱した

LDH6471U/L, CPK12741U/Lと逸脱酵素の上

昇があり，心臓超音波検査でEF7.4%と心収縮

力の著明な低下を認めた. CRPO.0mg/dL, PCT

0.074ng/mLであり， ウイルス性心筋炎と考えた

ガンマグロブリン， カテコラミンの投与を開始し

たが， 日齢116の朝に永眠した非特異的な症

状で心筋炎を発症することがあり，早期の診断

治療が必要とされる．

12医療再編と周産期医療の変化
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当院は医療再編により2015年6月に開院し，

魚沼医療圏に初めて地域周産期母子医療センター

が設置された．再編前後2年間の患者動向からセ

ンター開設の効果を検討する．病的新生児の入院

数は，開院前の小出・六日町病院の合計に比し2

倍に増加し， その内の40％が早産児であった．

魚沼圏域から長岡赤十字病院への新生児搬送は

1/6に，長岡赤十字病院NICUの入院数は25%

減少した．地域医療の充実に加え，高次センター

の負担軽減の効果を認めた．




